図書分類法の機構 -Notation についての一省察- by 菅原 通
;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::,::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
図書分類法の機構
-Notationについての一省察―
?
原
?
::::::::::::::::::::::::::::'"' ．：；： ：：：：： ：；：；：；：；：；：：：：：：；：：；：；；：；；：；；：；：：：．．．． 
(I) 
先の一文で，私は図因分類法の機構，とくに記号法についてその比較をし，分
類記号の条件について具体的に考えた。ここではもう少し掘り下げて記号の機能と
いう問題を中心に考えることにしたい。
一般的に記号とは，必ず何ものかに対しての記号であり，何ものかについての
「しるし」である。その何ものかが目の前にあるならば，その記号を別に必要とは
しない。記号が必要なのば その本物に手が届かないとき，手を届かす労を省きた
いとき等の場合 記号が「しらせ」「告知」するのである。多くの棟識がこの「告
知」の働きをしている。図告を分類するにもわれわれはその内容を記号で表わす。
ではその「記号」は一（木どんな仕組で成りたち，どのような論理をもつか，につい
て考えるのが本稿である。
I序論
Keith Davisonによれば， Notationについて次のようにまとめている。 Blis
は，分類の体系に相関的な意味をもつ記号の体系，といい， Sayersは記号は term
を表わすものにすぎない，termの方がより筐要なのだとしている。 Coatesは分
類体系の基本的構造に対し，補助的なもので一つのメカニズムの断片にすぎない
(2) 
と。そして， Notationについての研究のいくつかを紹介し，なかでも Coatesの
(3) 
「図書分類法における記号」("Notation in classification")は最も興味深い研究
であるとしている。
Vickeryは Coatesの研究を進めて， Notationalsymbols in classificationを
はじめとするいくつかの論文を発表している。それらのなかで，記号が現存の分類
法において実際にどういう機能を果たしているか，記号の構造がその機能にどのよ
(4) 
うに関係しているかを考察している。そして， 「分類記号は (a)一つの名辞を表
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ゎす (b)その他の多数のク ームのなかで，一つのタ ームの位個を定める (c)表
現されたクーム間の関係を示す」という三つの目的にかなう べきものである ことを
指摘する。ところで， これらの目的のうち，はじめの二つは唯一の直線型の順序に
排列できるような記号を使用すれば容易にその目的を果たせると思う。問題はタ ー
ム間の閾係を少しでも多元的に示したいという要求の結果，現在の分類記号には複
雑な構造がもたらされているのである。さらに，この後に発表された論文では，表
(5) 
示すべき関係を検討している。つまり ，(i)特殊主題をつくるために組み合わされ
るク ーム問の関係と， (i)同一種類のタ ーム間の関係である。 一般的には，(i)に
あげられている関係（たとえば，ぶた • いぬ • うし ・ 哺乳類 • 動物などの相互間の
(6) 
関係）は，十進法などの活用型 (flexional)の記号を用いて表示すればよい。 NDC
では，
48 動物
489 哺乳類（獣類）
4898 奇蹄目
48982 偶蹄目
というように。第 1 のぶた—栄投と いう主題における関係は，二つまたはそれ以
上のタ ームを表わす記号をならべて，その間に接続記号を挿入することによって表
示すればよい。このような接続記号としては次の三つを考えたらよい。例えば (1)
UDCにおける年代記号に対して用いられる引用符のようなもの。いうなれば，後
続タ ームの由来するところを明らかにする「迫槻」とでもいうできもの。 (2)UDC
におけるコロソのように，単にクームを分離するもの。 (3)Colon分類法における
(7) 
bias関係。すなわち， ターム問の一定の関係を表わすものである。
Vickeryの二論文から考えるなら，最初に指摘された記号の目的は，どのよう
(8) 
な接合索引法 (connectiveindex)であっても達成されねばならないものである。
体系的索引法または分類法は，いかなるものであっても各タ ームに記号を与え，同
類中におけるその位個を定め，他のタ ームに対する関係を示すよう工夫されていな
ければならない。 Vickeryが先の論文でたてた仮定は，これらの機能はすべて記号
そのものによって果たされなければならない，と同時に体系の構造上の特徴は，す
べて記号に具体化されていなければらない，という ことであろう。事実， こうした
仮定は，分類表を躙成する人によってなされているので， ごく 自然な仮定であるよ
うに思える。問題は，これらの仮定をたてることが不可欠か否かということである。
I 分類体系の構造
ここでは分析合成式 (analytic-synthetic)の分類体系について考えたい。分類
の対象となる知識をいく つかの主類に分ける。 これらの領域の各 に々おいて，そこ
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に現われるチームをグループ（面，カテゴリー）に分ける。各グループ内において
は，ク ーム間の上下関係を表わすように段階的に排列する。このような構造上の特
徴は，なんらの記号を用いずに示すことができるし，また実際にそのように行なわ
れている。面内の段階的な描造は，細目に対する標目のイソデソジョ｀ノをかえるこ
とによって示せる。したがって，インデ‘ノジョンをかえるということは，記号を用
いずにターム間の関係を示す方法である。また，このような分類表にしたがって網
成される分頬目録は，一連の抜合ク ームからなりたっている。各種目または見出し
カードは，その主題を表わす記号だけでなく，分類表においてその前にある標目と
の違いを明らかにするような「言葉」 ('feature'heading)を含んでいるであろう。
つぎの例 Colon分類表より とってきたもの一ーによって，このことは明らかに
なる。
L 医学
L4 呼吸器
L4 :4 疾患
L4: 421 結核
L4: 421: 6 治療
L4: 421: 66 血清
このように全く記号の助けを借りずに，あがっている言葉だけで，隣り合って
いる檄目間の関係を知る ことができる。すなわち，「治療」とあってもそれが「結
核の治療」を意味する ことは，その前に結核という標目があり，またイソデソショ
ソによって明らかになるo実際，Ranganathanが「利用者がいったん分類目録中
19) 
で求めるものの付近に達してしまえば，記号の役割は消えてしまう」といっている
とおりである。そこでは，利用者は記号とは別に構造を表わす方法 互いに前後
する主題に対する名辞の系統的な排列法- vこたよっているのである。
I 記号の機能
記号が果たしている大きな機能は，(1)それぞれのタ ームに一定の順序をもつ意
味を与えるこ とによって，連続する主題を機械的に排列でき，(2)記号を用いる こと
によって alphabeticalsubject indexがつくられる。索引において，タ ームから
の参照（たとえば，イギリスー殷業一経済）は，それ自身で 利用者にその主題
の正確な位置や，それに類似のものを表わさない。しかし，タームの前にあげられ
た分類記号（イギ リスー股業一経済=338.1042)は，自動的に目録における記
入から書架におけるそのものへの参照がなされるであろう。 (3)組み合わせ (synthe-
sis)によっては，描造的に巨大な体系をつくり 出せるであろう。 (4)記号のもつ記憶
(10) 
を助ける性質がその機能を大きくする，という こと などを J.Millsもあげている。
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しかし，ここで考えるべき点は，分頬表もそれを使って網成される分類目録も，
記号だけではなく，ともに言葉を使うことである。記号も「言葉」もともに体系の
構造を示すために使われる。索引で探される主題は，どれでもまず「言葉」によっ
て表現され，分頬表または分類目録の件名索引中のこれらの「言葉」は，分類体系
へのさけられない関門であるといえる。身近な「言葉Jの方が，見慣れない記号よ
りも使いやすいので，分類体系の構造を言葉で表わせる限りは，それにより，記号
は言葉では達成されないようなものの表現に使うべきものであろう。先の例から記
号を除いたとしても，タ ームの関係は，イソデソンョ‘ノによって十分明らかにでき
るo
医学
呼吸器
疾患
結核
治療
ところで，インデ‘ノンョンの違いは，常に概念の上下関係を示すものではな
ぃ。結核は疲患の一種であるが，治療は患者に対しとられる処置である。このよう
な関係の相違が体系の面構造のうちに理論的に具現されているならば，それにもと
づくタームの排列は容易に理解できる。そこで，記号がターム附の関係を示す必要
はなくなるのである。 Milsにせよ，Vickeryにせよ，記号の果たすべき役割を，
タームの排列を機械化することにあると指摘している。記号をその順序にならべる
とき，それらの記号の表わす主題が望ましい体系的な順序におかれる。記号とはそ
ういうものなのである。言葉を使ったのでは，言葉の構造がその意味と関係づけら
れていないので望ましい順序とはならない（アルファベットによって分散する）。
「記号法は，一ー自然語においては全く偶然にしか起こらない—―一体系的順序と字
t1) 
の順序との間の一致をはかるためのものである」という Vickeryの言葉どおりなの
である。ところで，このことは Blissによって明確に述べられている。「記号法と
は，一連の事物または事物の体系に属するタームまたはメンバーを表わし，一定の
順序をもつ記号 (marksor symbols)の体系である。分類の場合には，記号法は，
類に名を与えたり定義したりすることもなしに，類を表わしそれらの順序を指定す
るものである。ただし，それは誤ってそのようにいわれてきたが，名辞の速記法で
はない。...…記号法は， アルファベット順を体系的な順序と結びつける （注＝体系
(12) 
的な順序でおきかえる）最善の方法である」。その反面， ここに二つの考えさせる
点があることに気づくのである。第 1に，引用した Blissの見解は，そのある部分
は彼の分類法に反映されてはいるが，その意味すると思われるところを完全に使い
こなしていない向きがある。とくにここで問題とする完全に構成的な分類法との関
係では，考察されていない。第2に見解の内容は UDCによっても，イソド学派
- 79-
によっても認められないばがりか，全然とりあげられていないように思える ことで
ある。 Blissによって述べられた原理を適用した場合の効果ば 一連の類に対して
採用された書誌的分類法と Colon分類法の記号法を比較することによって， 明ら
かになる。
C 化学
CT 応用
CTM 化学工業
CV 有機
CY 燃料，他
CYA 燃料
CYF 液体
CYG 石油
6 宗教上の組織
62 教会組織
621 僧職
6212 法王職
68 宗教団体
681 宗教会 (Vickeryの論文より）
Colon分類法の記号は， UDCにおける記号法と同様にクームの段階構造を反
映している。
5 Europe (BC : d) 
56 Gt. Brit. & Ireland (BC: e) 
561 England (BC : ed) 
56124 London (BC : ed) 
前の例で分かるように，Blissは6類に屈する 6個のクームのために， 6のほ
かに12個の数字を用意しているo もし Blissが記号によって上下関係を表示しよう
としたならば，石油を表わすためには8字を必要とする。実際には， Blissの記号
法は段階描造を反映させようとはせず，純粋に順序づけのための道具なのである。
従属的なタームである “燃料一液体燃料一 石油.."イングラソドーロンドソ’’
が同格の記号を有し，有機化学工業 (CV) は， その上のクラスに屈する化学
工業より記号が短い。こうしたことは BCではよくある ことで，例外的なものでは(13) 
ない。また， Blissは，「記号上の同格は，必ずしも分煩上の同格ではない」として
いるが， 新主題の挿入については， 「実際の状況は記号によって定まる。従属的な(14) 
位置では展開可能であるが，同格の形での展開はきわめて限られている」としてい
る。すなわち，記号に新たに 1字を付することによって，タームを分解する ことは
できるが，たとえば先例において燃料と同格のタ ームを挿入したいとき，分類表
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のその付近に未使用の3字の記号 (CYH など）があれば挿入できるというのであ
る。記号の余裕いかんによって新主題の挿入が決定されるというのは，明らかに不
必要な制限であろう。段階的な記号においては，つぎつぎのタ ーム間の関係が表示
されるから， CTに同種の文字1字を追加することは，上下関係――親クラスの細分
ーーを表わす。 ところが純粋に順序づけの記号にあっては， Gの追加は必ずしもな
んらかの関係を意味するものではない。それは単に親近度に応じて一つのク ームの
つぎに別のタ ームがくるというにすぎない。したがってクーム相互問にどのような
関係があるかにはかかわりなく ，望ま しい順序をとるために同稲の文字一字をそえ
るだけのことである。
Ranganathan の分類表をみると，ごくまれな場合に順序づけの記号（彼はグ
Jレー プ記号と呼んでいる）が使われている。すなわち，一類の下でグループとして
まとめられるべきタ ームが，あらかじめ全部わかっていてそのタ ームの数が使用す
(15) 
る記号によって定められる臨界値を越えている場合である。しかし， Blissと同様
にクラスの段階構造は，分頬表におけるインデンジョンによって満足させられるな
ら，同じことを記号でくり返し表示する必要はないように思える。そうすれば，記
号は単にタ ームの順序づけを機械化する方法とすることができる。
記号法に対するこの二人の考え方の相違は，二人のタ ームの定義のしかたに起
因している。 Blissにとって記号法は，「分類表の構造にもとづく順序を維持し，分(l~ 
類表中にタ ームあるいは主題の位置を定めるための記号の体系」である。 Ranga-
nathanになると記号法は，「排列を機械化するという特別の目的をもった順序づけ
17) 
の人工語」とされてしまう。これは同じように思えるけれども， Blissにおける
「記号の体系」が Ranganathanでは「人工語」とされるところに，これらの定義
の重大な違いがみつけられる。記号法が，その他の記号 (symb:ils)の体系と同様
に一つの言語一一思想を伝える方法ーーであるべきだが，それにもかかわらず「言
語」 (language) という表現をするのであれば，記号法は一つの人工語として，す
べての自然語が果たしているのと同じ役割をより体系的に果たさなければならない，
という仮定を認めることになる。 Blissは，記号法は単に構造にもとづく順序を維
持するだけのものと定義し， "language"という語のまぎらわしい意味をさけてい
る。
一つの主題を形づくるために組み合わされるタ ーム間の関係を考えれば， Bhss
の見解を一層明らかにできるように思う。一つの主題を形づくるために組み合わさ
れるタームの関係について考えるとき，一般にこれらのタ ームは接続記号によって
結合されることはすでに述べてある。もし，記号を純粋に順序づけの道具として用
いるなら，接続記号の必要性の問題をまず考えなければならない。記号が，その親
近度に応じて主題を望ましい位個におくためのものであるとすれぽ， CLが「軽金
屈」を， Iが「分析」を表わすならば， CLIによって「軽金属の分析」を表現でき
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る。しかし， BCでは CLA,CLBが諸々の軽金屈に対して用いられているので，
それらのなかに「軽金屈の分析」を挿入することは適当でない。したがって，この
場合，なにか異なる方法を考え出さねばならない。そこで Blissは「軽金属の分
析」というクームが， CLとCLAの間におけるように， I「分析」の前にコソマを
おき，もとの記号とは性質を異にするコンマは順序の上ではAに先行させることに
した。この場合，記号はそれ自身接続的機能を果たしていない。記号の上で，あと
に続くタ ームに属するカテゴリーを明らかにする必要もないし，タ ームを分離した
り，ターム間の関係を示す必要もない。記号とともに用いられている自然語 "fea-
ture heading"が，これらの機能を果たしているからである。記号は， 親近度の順
序にしたがって，複合主題をなんのまぎらわしさもなしに，その望ましい位置にお
けるならそれでもよいといえよう。
IV 記号法の原則
そこで，この順序を示すという最小限の仕事をするには，記号がどんな特性を
もてばよいかをここで問題にしよう。
Sayers'は記号の主な特徴を．「表のあらゆる部分を記号化できるようなジンボ
ルから成り立っている。しかしながら，記号は，短く ，単純，フレクジブル，そし
iJS) 
て記憶に便でなければならない」とし， さらに続けて， 「フレク、ンブリティとは記
号のほかの部分を変更することなく，挿入項を記号化できるような展開の可能性を
もっていなければならない」とまとめた。フレク・ンビリティ（どのように知識が発
達しても，適切な順序を維持すること）は，基本原則であるばかりでなく，記号法
の最も重要な機能であって，すべての記号法に内在している。問題は最大限の簡潔
性と単純性を保ちながらフレクシビリティを獲得するには，どうしたらよいかとい
うことである。簡潔性と泄純性とが互いに衝突することはよく知られている。記号
が単純であれば すなわち使用する文字のタイプが少なければ＿，一定の長さ
で得られる組み合わせの数は少ない。したがって一定の数のタ ームをととのえるた
めには，記号を長くしなければならない。簡潔性の利点は自明であり，単純性の利
点は，すべての文字が周知のものであり，その排列順序を熟知されている点であ
る。
一つの面内のシンプル・タ ームを十進記号を使って順序づけることは，例示の
必要がないくらいであるが，ー，二の注意すべき点をつぎの表で示したい。
•• 
??
（ー? ?
??
?
??
?、
?
、
自然地理学
地形学
海洋学
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92 
93 
94 
95 
96 
97 
98 
991 
992 
993 
??????
UK 
UL 
UM 
UN 
UP 
us 
UT 
UTE 
UTI 
UTO 
気象学
気 象
湿度
降雨
気候
生物地理学
植物地理学
人文地理学
政治地理学
経済地理学
十進記号は(1)列に示してある。新しい十進的な記号はほとんどあらゆる点に挿
入できる。 (2)列のような大きいベースを採用すれば，記号は短くてすむ。もし一つ
の面内に26個以上のタ ームがあれば，アルファベットでも 2字の記号が必要にな
る。しかし，さらにベースを長くすれば—たとえば数字とアルファペットの両者
を採用すれば， 2字からなる記号をさけることができる。つまり，簡潔ということ
は，単純性の犠牲において得られると考える。 (3)列には，Grolierによって提案さ
れた 「A,E, I, K, L, M, N, 0, P, S, T, U」という文字だけをペースとして使い，
どこの国でも発音しやすいジラブルをつくるように工夫された記号を示しておい
た。この場合， 母音と子音は交互に使用するが， 一部の二重母音 AE,AO, EA, 
EO, OA, OE, および二重子音 MP,NK, NL, NS, NTの使用は例外として認め
られる。この記号法をみて，発音のしやすさのために簡潔性を犠牲にし，ベースを
26字よりも制限しているが，新しい記号はほとんどあらゆる点に挿入できることが
分かる。しかし，UTとUTAの間には，また9と91の間にも 0を用いない限り新
しい記号を挿入することができない。この事態をさけるには，系列中の第 1字 (A
または 1)で終わる記号を用いないことである。そこで一つの方法として， 91はた
とえば 915で，UTAは UTAMでおき換えたらよいのである。
1) タームの挿入
つぎに，、ンソプルク ームの系列中，必要なときにどの点にでも複合タ ームを挿
入できるような方法について考えてみたい。
(A) 
13 下肢
132 足 (foot)
133 足首
134 脚 (leg)
135 ひざ
136腹脚
??
412 
(B) 
形態学
生理学
疾患
... 
萎縮症
83 外
?
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82 骨
83 筋肉
「下肢の筋肉」という主題は，13と132の間におきたい。しかし，「筋肉」 に
対する記号は簡単に13と組み合わせるこ とはできない。も し， 1383としたときは，
意図している場所におく ことはできない。そこで 131からはじまる記号を使うなら
ば，主題を適当な位置におくことができる。つまり 13183である。ここに複合ク ー
ムを挿入するには，1という数字をつかうという方法がある。その場合，13と132
の間にくるような別の•ンソプル ・ タ ー ムを ， どのように凶列に挿入したらいいのか
という問題が派生してくる。 131からはじまる番号は，すべて複合タ ームのために
保留されており，もし1315を足指にあてるとしたら， 13183の位置がよくないこと
になる。そこで，1を・ンソプル ・タームと複合タ ームとの双方を挿入するために使． 
うことは不可能である。複合タ ームはあらゆるジンプル ・タームに先行されるよう
に記号化されなければならないから， 1よりも序列の低い文字0を使用する。した
がって， 「下）］皮の筋肉」は 13083によって表わされる。この例では，複合タームを
つくるときのジソプル ・タームが，いずれも同じ表凶に由来していた。もし複合タ
ームの一成分が別の面(B)からくるなら，問題はさらに複雑になる。「下｝］皮の外勧」
もやはり 13と83という二つの記号を組み合わせなければならない。 13083はすで
に一面内の複合タ ームに使用したから，この場合， 0で二つの記号を連結できな
い。新主題は「下肢の筋肉」の前におかれるべきだから，接続記号は 0よりも序列
の低いものであることが必要である。もし，凶中に挿入を要する，ほかの面が相当
数あるならば， (1)各面は，それ自身の独自の挿入のための文字を必要とし， (2)これ
らの文字ばすべて一面に属する複合タ ームを挿入するために使われる文字よりも
序列が低くなければならず，(3)それらの文字相互間に順序を定める必要がある。
衷中の適当な位個にタ ームを挿入するという問題は，もう少し一般化して考える
ことができる。重要な点は，系列中のあるタ ームのあとに，、ンソプル ・タームと複
合タ ームの両方を挿入する必要があるときは，複合タ ームに対する第1字を，｀ ンソ
プル ・タームに用いられる文字よりも序列の低いものにしなければならない。この
ことは，二つの方法で達成される。 (1)・ンソプル ・タームの十進的ベースとして用い
られている文字のうち，最低のものよりもさらに序列の低い新しい文字をとり入れ
ること，ないし(2)ペースのうち序列の低い一群の文字を，複合タ ームをつくるため
に空けておく こと。
以下に，二つの方法を例示したい。
(1) (2) 
B B ハロゲン 1個を含む化合物
BA BB ヨード
BB BC 臭素
-84-
図害分類法の機描
BC BD 塩素
BD BE フッ素
K K カルボン酸
KA KK 酢酸
KB KL プロピオン酸
KC KM 酪酸
(1)列では， B及び k の後でアルファベットのすべてが，ジンプル ・クームを．． 
挿入するために使われている。 Kの後に「モノクロ・カルボン酸」という複合タ ー
ムを挿入するためには，序列のもっと低い文字を使用できない。 KABCとしたの
では， KAのあとにくるのでまずいのである。したがって，ハイフンというような
新しい記号をとり入れなければならない。そこで,KABCという複合タームは KA
の前におかれる。
(2)列においては，ジンプル・タ ームを挿入する場合， BAおよび KJというよ
うに，付加する文字は付加される文字よりも序列の低いものではいけない。序列の
低いものは，複合タ ームの挿入のために保留される。そこで，あとに現われるシ‘ノ
プル・タ ーム(K)は，それ以前に現われているシソプル・タ ーム(BD)で直接区分
することができる。すなわち，複合ターム (KBD)をつくることができ，これはジ
ソプル・ク ーム(KK)の前におかれる。 このような記号上の工夫は， ‘ンソプル ・タ
ームの平均の長さを増加しがちであるが，系列中の二つのク ームからつくられる複
合タ ームは接続記号を必要としないので，それに対しては，短い，単純な記号をつ
くることができる。
十進的ベースよりも序列の低い接続記号を使用する方法は， UDC, Rangana-
than, Blissによってとり入れられている。ただし，そのような記号は，記号法を
単に順序づけのための道具として使用するためのものである。そのように用いられ
ている記号は，記号の後につづく タームの属するカテゴリ ーを明らかにするために
挿入されているものでもなく，タームを分離するためのものでもなく，クーム間の
関係を表わすためでもない。それらは，単に順序を示すために必要なので，そのよ
うな記号なしに順序が示されるならば，記号の必要はないのである。
2) 新主題の挿入
知識ということについて考えるとき，その顕著な特徴は，それがたえず進歩し，
変化しているということであろう。加えて，それは仔細にわたり，広範囲なものに
なり，かつ複雑に結びついていることである。図書分類法における記号法は，新し
いタ ームやタ ームの群を分類法の機構のどのような点にでも挿入する余地をもたね
ばならない。以下に一つの構造を仮定して考えたい。
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Main Class (主類） U 
Facet (面） I 
Hierarchy (段階構造） (a) 
Term 1 
Term 2 
Term 3 
Term 4 
Hierarchy (b) 
Facet I 
Term 5 
Main Class V 
Facet I 
Term 6 
(1) arrayの関係にある新しいタ ームを，主類 U のなかの面 Iにおける(a)
の段階構造に加えようとすると， タームは例示の term4の後におかれるか，
term 1と2の間に挿入することになる。純粋に順序づけの記号にあっては， 一つ
の条件が満たされるなら，すなわち，いかなるタ ームを表示する記号も最初の文
字とか数字を使用しなければ，このこ とは常に可能である。 こうした用心は，Blis
では忘れられている。たとえば， CYA 燃料-@:~vc:.ft CYに続くものであるが
—をみると， CY と CYA の間には， 新しいタ ー ムは全然挿入できない。段階的
な記号では，挿入するためには，その群のなかにギャップがある場合は 可 能にな
る。また，外挿するには，ベースのすべての符号が使われている場合にだけ可能で
ある。 Ranganathanは"Octave device "を外挿法の手段としている。 1,2, 3 .
8, 91,--・92,--・98, 991, 99z .. 等は連脈のなかで想列の方法として用いられる，オク
クープ符号 9はここでは余白とする。また，Farradineは挿入法および外挿法のた
めの方策として，これ以外の方法を提唱している。彼が基盤として分配しているの
は，Bから Y までの大文字をその符号と しているが，これ以外の他の符号を加え
る方法である。つまり ，・A,Al, A2,--A9, B, C, Cl, CZ, …C9, D--・Y, Yl, Y2が
これである。
(2) chain の関係に新しい ク ー ム を挿入する—例示したタ ー ム 2 と 3 の間に
新しいタ ームをおきたい場合を考える。 この場合，順序づけの記号では常に可能で
あるが， 一般に段階的な記号では不可能である。 Farradineは B とそれの sub
class BGの Chain の関係で挿入された新しいクームは Bgと記すという解決法
を示している。 つまり(1)の場合に提唱されたベースの基盤と異なる符号 を用 いれ
ば， こうした問題は，自 ら解決される とい うのである。また，Bとそのすべての枝
(BAlから BY9までが可能になる） の間に挿入されるク ームを，BI;と記し，も
っと複雑な挿入の場合は，も っと序列の上のギリンァ文字を使えばよいのであるo
-86-
図因分類法の機構
(3) 例示の(a)の前とか，(b)の後とか，あるいはそれらの間に，新しい段階描造
(hierarchy)を加える場合のことを考えたい。この場合も，順序づけの記号では，
常に可能である。段階的な記号の場合は,Farradineの方法が適用できる。Rangana-
than Iまつぎの方法をとっている。 (i)地理区分の面の段階構造に新しい段階構造
を挿入する場合， 2よりも序列の低い数字（符号）を空けておく， (i)1と2の段
階構造の間に，新しい段階構造を挿入する場合は，その上の空所を用意する。 (ii)
さらに， 19と2の問に新しい段階構造を挿入する湯合は，二つの新しい種類の符号
すなわち大文字と括弧を加える。これらは 9よりも序列の大きいものを使用する。
(4) 新しい「面」を主題に挿入することは，類を根本的に改め，記号の再構成
が必要になるかも知れない。第一の型として，新しい「面」を挿入する一つの方法
としては，適当な序列の新しい道標となる符号を用意することである。他の方法は，
新しい面を既存の面に新しい段階構造として加えることである。この場合，新しい
面におけるタームは，既存の面のタームと，面内のタームを結びつけるために用い
られる auto-bias的な道檄によって，結合される。もし， retroactiveな記号法が
序列的なものなら，新しい「面」の挿入は常に可能で，もしそれが，段階的なもの
なら， Farradineと Ranganathanの(1)と(3)に示された方法もまた適用可能なもの
である。
(5) 新しい主題を挿入することを考えよう。段階的な記号法で，すべての主類
が，同じ長さの記号によって表示されているとき，新しい符号の導入によって，新
しい主類を挿入することができる。たと えば， Ranganathanは，ギリツァ文字に
適当な序列をつけて，アルファベットに挿入している。順序づけの記号法では，こ
のことは大きな困難を伴う性質のものではない。
V 簡潔性と単純性
記号を，純粋に順序づけの道具として用いる方法，および記号を，既成の配列
のなかに挿入する方法を検討したので，ここで，どのような記号が，使用に際して
もっとも適しているのかを考えたい。
Deweyは数字だけを使ったが， アルファベットは数字よりも数が多いから，
アルファベットを用いるならば短い分類記号が得られるということを知っていたo
実際， Deweyは「最も単純な数字のシステム」を採用したが，「あらゆる方法のう
ちで最短のものを求めようという強い気持から，文字による方法のあらゆる長所を
見出だすことにつとめた」と述べている。（注 13の文献より引用） Blissも「アル
ファベットのベースの長いことにひかれて，「文字または文字と数字の併用による記
(19) 
号は，数字だけの記号よりも実質上読みやすく，書くのに短く ，記憶されやすい」
と主張している。
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Blissは数字を共通区分に用い，主分類表では， ジンプル・ タームの全体にわ
たってアルファベットを用いている。
C 化学 F 植物学
CG 分析 FD 生理学
CGQ 定試 FDE 代謝
CI 無機 FK 系締植物学
CIU 燐 FL 感花植物
co 有機 FLF 藻類
これを，列挙型("enumurative" or "Feuced ")の記号 (notation)とVickery
は名づけているので， ここでは， 私もそう呼ぶことにする。 Ranganathan は，
Blissの分類を少し違った方法で展開している。第ーに各面は， (i)主類記号（アル
ファベット）と， (i)面の種別を表わす記号（コロン，コンマ，またはセミコロン）
とを組み合わせることによって記号化している。シンプル・タ ームは，各面でそれ
ぞれに数字を用いて表わされる。 これを Vickeryと同じく面構造型 ("labelled")
の記号と呼ぽう。
E 化学 植物学
E 3 分析 I. 3 生理学
E 34 疋←~ 丘嬰→ I 33 代謝
El 無機 11 隠花植物
El51 燐 I22 藻類
E5 有機
Dewey, Bliss, Ranganathanは，みな，記号は実行可能な限り短くなければな
らないと力説した。 Ranganathanは，一定の主題について，平均して DCのもの
U91 
より短いことを例示している。しかし， Ranganathanの記号は，Blissのものとは
比ぶべくもない。記号法のいろいろな構成要素が記号の長さは対して影響をもって
いる。先に出した楷造の違いとともに， Blissの記号は多分に順序づけ的性格のも
のであり， Ranganathanのは多分に段階的であるというも前述のとおりである。
一般的な比較によれば，このようなすべての要素が組み合わさって，記号の長さに
影響をおよぽしているとはいえるが，それ以上に各要素の影響を分析する ことはで
きない。したがって，そのような比較は，新分類表を建設するために最良の記号は
なにかということを決定するガイドとはならない。
つぎに，記号の簡潔性と記号の型との間の関係を理解するために，或種の連続
モデルを建設する。たとえば， CoatesIま．順序づけと段階的記号の双方に適応する
一つの型をつくりだした。その場合，最初のシンプル ・タームの平均的な長さは，
それらの最後の長さよりも66%長くなったのである。
順序づけ，および段階的な記号の相対的な型はつぎに示しておきたい。
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Hierarchical Ordinal Schedule 
Ranganathan Farradme 
1 B B World 
1-51 BAI BAB British empire 
11 BB BB Eastern hemisphere 
12 BW YG Southern hemisphere 
191 BWI YCB Equatorial zone 
IN BWS YCM League of natioれS
7 BX YD America 
71 BX6 YDB North 
72 BXB YE Canada 
728 BXBY YZ Quebec 
7291 BXBYI YZB Yukon 
79 BXS YZM New Zeala叫
8 BY z Australia 
91 BY! zz Land within ocean 
12(16) 16 12 元の符号の数
31 (39) 39 32 符号の全ての数
上例で．イ クリックで記されていないものはイタリック体で記された記号が
加えられる前の， もとの型を表わ してい る。一つのタ ーム NewZealand Iま，
Americaと Australiaの間に arrayの関係で，挿入されたものであり， また，
Quebecを含む arrayは， Yukonを加えることによって外挿された。 'North'は，
chainの関係で AmericaとCanadaの問に挿入されたもので，そして四つの新し
い段階 Ct蒋造）が含まれている。第一の欄は Ranganathanが考えているものであ
る。第二は Farradineによって考えられた線にそって引き出したもので，第三しま，
純粋に順序づけの記号から成る。 これら三つの表は新しいク ームを挿入するのに都
合のよいギャップがない。
私は第ーに順序づけの記号が最も簡潔だといっておこう。Ranganathanの記号
では，原型に対して12の符号があるが，この簡潔性は「順序づけ」の方法でしか達
成されない。つまり 7と8は実際は 1の概念に従属するものである。そして純粋に
段階的な記号とするには，原型に対して16の符号を用意しなければならない。
Ranganathan の記号法の原型—ーすなわち， 1 , 11, 12 , 7 ,72 , 728 , 8はすべ
て同一種の記号である。新しいタ ームを加えるについて RanganathanIi, (a)71と
79では段階的な記号をすてている。それは，chainにしろ arrayの関係にしろ，
新しいタ ームを挿入する方法をも っていないからである。 (b)そこで，彼は新しい符
号一~つまりダッジュとか大文字を使用する，という二つの方法を考えている。
Farradineの記号の原型 B,BB, BW, BX, EXE, BXBYも同じ種頬の記号である。
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新しいタームを挿入するには，新しい符号一一数字と小文字一ーを使用する。順序
づけの記号では，それらを同じ記号をつけ加えることによ って，あてはめる ことが
できる。これらのことからみて，順序づけの記号法は，段階的な記号法よりも簡潔
で単純なことが明らかにされたわけである。 （末完）
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